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研究ノート

資　　料

そ の 他

巻頭の辞（Appreciating Contributions of Professor Jiro Ayukawa）…
　川二郎先生のご退職に寄せて …………………………………
　川二郎先生の略歴と業績

戦後日本における戦時経営学の展開……………………………
無制限的発行下における日本国債の消化構造…………………
社会交変換論Ⅱ
　：［超］組織個体記述の進化論，システム論，そして生態学へ…
ポジティブなクチコミにおいて非言語的要素が誘発する感情伝播効果 …
公営企業における補助金政策の効果 ……………………………
国際取引法ならびに独占禁止法における域外適用の考察
　─ドッド・フランク法と米国海外汚職行為防止法の交錯ならびに
　　域外適用のリスクマネジメント─ ………………………………
マーケティング・コミュニケーションにおける知覚相互作用性とは何か
　─その定義，次元と構造─ ……………………………………
大王製紙会長による特別背任事件の事例研究 …………………
千葉県市川市における１％支援制度の評価と分析
　─住民税制と寄付課税─ ………………………………………

不完備契約論と専門経営者による企業統治
　─情報共有という観点からの人的資源支援─………………
演劇における「タブロー」の概念………………………………

ブランド・コミュニティを通じた顧客との関係性構築
　─ヤナセバイエルンモータース株式会社による
　「プロペラクラブ」の運営─ …………………………………

国府台学会経済研究会（第122回）
　中国における社会保障制度の構築
　　─「単位」保障から全民社会保障へ─ ……………………
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千葉商科大学国府台学会会則（抜粋）

第 ２ 条　　本会は，会員の研究助成とその発表普及を目的とする。　　　

第 ３ 条　　本会は，千葉商科大学の専任教員をもって組織する。　　　　

第 ４ 条　　本会は，次の事業を行なう。　　　　　　　　　　　　　　　

1．機関誌『千葉商大論叢』『千葉商大紀要』の発行。　　　　　

2．各種研究会・講演会の開催。　　　　　　　　　　　　　　　

3．その他本会の目的を達成するために適当と認められる事業。　

第 ５ 条　　本会に次の役員をおく。　　　　　　　　　　　　　　　　　

1．会長　学長がこれにあたる。　　　　　　　　　　　　　　　

2．運営委員長　運営委員の互選による。　　　　　　　　　　　

　　　3．運営委員若干名　会員総会で選出され任期は１年とし本会の事務を　

分担する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


